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人とより良好な関係を築こうとする子どもの育成

ーソーシャルスキルトレーニングとアサーショントレーニングを通して一

I はじめに

子どもたちが生きていくうえで人と関わる場面は、

どれだけあるだろうか。その時に、人とうまく関わる

ことができなければ、生きていくことに困難を抱えて

いくと私は考える。

私自身も、様々な人と出会い、その度に関わり方や

人間関係に困難を抱えることがあった。しかし、この

ような経験を重ねる中で、人との関わり方を学ぶこと

ができた。

現在の子どもたちの学級での関わり合い方を見てい

ると、話し合いの場面において、互いに自分の思った

意見を言うことなく話し合いが進まないことや、一人

がずっと話し続けてしまい、一人の意見だけで話し合

いがまとまっていく姿がみられる。他にも、休み時間

に子ども同士で「どんな遊びを行うのか」について話

し合って決めようとする時に、話し合いに参加せず、

一人で遊んでいる子どもの姿を見た。このように現在

の子どもたちは、人と関わることに対して苦手意識を

もち、関わり合うことに困難を抱えていると考える。

そこで私は、人と関わる場面を経験し、そこから人

と良好に関わる方法を身に付けていく子どもの姿をこ

こに報告する。

II 主題設定の理由

(1) 今H的な教育課題

平成 24年に実施された文部科学省調査によると、

小・中学校の通常の学級に、 6、5 %の割合で、学習

面又は行動面において困難のある子ども等が在籍し、

この中には発達障害のある子ども等が含まれている可

能性があることが分かっている。

ここから、通常学級の中にも、行動面に困難をもっ

子どもがいることや、その子どもの中には、発達障害

の可能性のある子どもが含まれていることが分かる。

また、発達障害の子どもとされる定義内から、対人

関係において技能に支障をきたすことや、関係形成に

おいて困難さを抱いていることが分かる。

私はこのような子どもに対して学校で社会的技能を

学ばせることが必要であると考える。

金山(2005)は、 「学校は子どもが一日の大半を過ご

す場所である。学校における人間関係は子どもの社会

的発達の重要な資源であり、学校は子どもがソーシャ

ルスキルを学習し、ソーシャルスキルを実行すること

で学習の成果を確認できる絶好の場である。」と述べ
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ている。以上のことから、ソーシャルスキルを学校で

学ぶことができる機会を与えることが必要であると考

えられる

(2) 新。学習指導要領から見た人間関係形成

平成 29年3月告示の新学習指導要領（特別活動）の

目標の中の「①人間関係形成」について以下のように

示されている。

学級や学校の生活において互いのよさを見付

旦違いを尊重し合い、仲よくしたり信頼し合

ったりして生活すること

人間関係形成が、集団の中で自主的・実践的に形成

されていくことが重要であることが分かる。さらに、

「人間関係をよりよく形成すること」については、次

のように示されている。

「人間関係形成」は、集団の中で、人間関係

を自主的、実践的によりよいものへと形成する

という視点である。（中略）なお、 「人間関係形

成」と「人間関係をよりよく形成すること」は

同じ視点として幣理している＾

人間関係をよりよく形成するには、①互いのよさを

見つけること。②尊重しあうこと。③信頼すること。

の□つの視点をもつことが重要であると読み取ること

ができる。また、教師が行っていくこととして、次の

ように示されている。

教師は、日頃から一人一人の子どもと密接

な人間関係を保ち、よりよい人間関係を築く

態度の形成に努めるとともに、学級活動にお

いても適切な内容を取り上げて効果的に指導

する必要がある。（中略）なお、よりよい人間

関係の形成の指導として、社会的スキルを身

に付けるための活動を効果的に取り入れるこ

とも考えられる。

子どもによりよい人間関係を形成させるためには、

子ども同士だけでなく教師からも子どもと関わること

が重要であると読み取ることができる。また、社会的

技能（ソーシャルスキル）を身に付けさせる活動を特別

活動の授業の中で取り組んでいくことが効果的である

ことも読み取れる。
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2 連携協力校の子どもの実態から

(1) 調査対象

名古屋市立公立小学校第3学年 25名

(2) 子どもの実態

子ども同士が、活発に関わり合う姿が見られる。し

かし、その関わり方が一方的である場面や、思ったこ

とを上手く行動に移せず、困っている姿も見られる。

また、グループの活動中に自分の意見を押し通して

考えをまとめてしまう子どもや、逆に自分の意見を言

えないまま活動が終わっていってしまう子どもの姿も

見られる。このままの姿では、子ども同士でよりよい

人間関係を形成することはできないと考えた。

3 SSTについて

(1) ソーシャルスキル・ソーシャルスキルトレーニ

ングについて

佐藤・相川 (2005) は、ソーシャルスキル（以降SS)

について、 「対人関係を円滑に運ぶための知識と、そ

れに裏打ちされた具体的な技術やコツを総称したもの

である」と述べている。このように SSを捉えると、

学校の授業の中で子どもたちに SSについて知識を学

ばせ、身に付けさせる。その知識をもとに、実践させ

経験させる中で技術やコツについて学ばせることがで

きると考えられる。 SSを学ばせる方法としてソーシャ

ルスキルトレーニング（以降 SST)を行う。

このトレーニングの方法については、学級単位の社

会的スキル訓練(ClaSSwideSocialSkillsTraining)藤

枝・相川 (2001)の先行研究の内容を取り扱い、課題解

決に向けて SSTの実践を行う。

(2) 先行研究とその課題について

藤枝・相川 (2005)の先行研究では、 SSTを学級全体

に実施する方法である CSST(ClaSSwideSocialSkills

Training)を実施している。この CSSTを今回の SSTの

方法として取り扱い、 SSTを行っていく。 CSSTの有効

性について以下の三つがあげられている。

① 子ども全員が参加することで、全ての子どもが

社会的スキルの学習機会を得ることができる。

② 子ども全員が訓練に参加することで、相互の行

動上の変化に気づきやすくなり、般化効果が期待

できる。

③ 通常の授業時間で無理なく実施できる。

この藤枝・相川 (2005)の先行研究の課題として以下

の三つの課題があげられている。

ア CSSTが子どもにとって不慣れな授業形態。

イ リハーサルに本気で取り組めていないこと。

ウ 標的スキルの選定の方法に間題があること。

アの課題解決の方法としては、 CSSTの授業形態を

「教示→モデリング→リハーサル→フィードバック」

という流れの授業ではなく、教示とモデリングを導入

で行う。次に導入を通して、めあてを考え、リハーサ

ルを行う。振り返りでフィードバックを行う。という

授業形態にして取り組んでいく。

イの課題解決の方法としては、教師がモデリングで

見本を見せる際に、恥ずかしがらずに楽しく行うこと

で、子どもが恥ずかしがらずに取り組める雰囲気を作

ることを行っていく。

ウの課題解決の方法としては、事前にアセスメント

を行い、子ども自身で評価した自己評価と教師の客観

的な評価とで標的スキルの選定を行う。

3 アサーショントレーニングについて

(1) アサーション・アサーショントレーニングにつ

いて

アサーション（以降はAとする）について久保山・古

岡(2015)は「Aとは、自分の気持ちを大切にして、自

分の考えを正直に、素直に適切な形で表現すること」

と述べている。また、平木(1993)は「さわやかな自己

表現」と述べている。これらから、 Aとは、自分の気

持ちを相手のことも考えて自己表現し、相手も自分も

嫌な思いをせず、さわやかな気持ちになることができ

る自己表現である。

また、我々が行う自己表現には以下の□つの方法が

あると平木(2009)は述べている。それを以下に示す。

①アサーティブ (assertive) な自己表現

②非主張的 (non・assertive) な自己表現

③攻撃的 (aggressive) な自己表現

これら三つの自己表現の中で、連携協力校の子ども

の実態に多く当てはまるものが、②の非主張的な自己

表現である。このような子どもが多い学級では、話し

合いも満足にできず、お互いが自分の気持ちを抑えた

まま活動に取り組んでしまい、消極的な学級になって

しまう危険性があると考える。今回の研究では、①の

アサーティブな自己表現ができるようにアサーション

トレーニング（以降はAT)を行い、子どもがアサーテ

ィブな自己表現ができることを目指し、研究を行う。

生徒指導提要(2010)の中では、 ATについて「AT

とは、主張訓練と訳され、対人場面で自分の伝えたい

ことをしっかり伝えるためのトレーニングである。

「断る」 「要求する」といった葛藤場面での自己表

現や、 「ほめる」 「感謝する」 「うれしい気持ちを表

す」 「援助を申し出る」といった他者との関わりをよ

り円滑にする社会的行動の獲得を目指す。」と述べて

いる。連携協力校の実態から、 「断る」という葛藤場

面での自己表現についてATを行う。

ATを通してアサーティブな自己表現を身に付け、

人とより良好な関係を築こうとする姿を日指す。

(2) 先行研究とその課題について

埼玉県立総合教育センター(2011)の「アサーション

トレーニング」 指導プログラムの開発に関する調査
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研究における「□つの話し方」と「さわやかさんにな

ろう」の教材を扱い、 ATに取り組んだ。

この研究の課題は「子ども生徒用指導プログラムを

学校現場で実施した際の意見を今後どう反映させてい

くかも課題である。」

この課題を解決するために私は、一次実践における

成果と課題を生かし、二次実践でも改善し実施してい

くことで課題解決を行うことができると考える。

4 目指す子どもの姿

事前アセスメントにより、対象の子どもを調査し、

標的スキルを明確にした上で SSTを行う。この SSTを

行い、目指す子どもの姿を以下に示す。

| 人とより良好な関係を築こうとする子ども

より良好な関係を築こうとするために、 SSTを実施

し、 SSを身に付けさせ、子どもが人とより良好に関わ

ろうとすると考える。

m 研究の方法

1 研究の仮設

小学校段階において、標的スキルを明確にした上

で、学級活動や、教科の授業の中で SSTを行う。

これにより、子どもは人と関わるためのスキルを身

に付ける。また、スキルを活用することで、人とよ

り良好な関係を築こうとするだろう。

2 研究の手立て

(1) 標的スキルの決定

SSTを行う活動の流れとしては、まず初めに、目標

となる育てたいスキル（標的スキル）を選定する。

このアセスメントの方法については二つのアンケー

トでアセスメントを行う。

一つ目は、先行研究（藤枝・相川， 2001) のアセス

メントである。このアセスメントの方法は、日標スキ

ルの「子ども自己評定尺度」という①攻撃性②向社会

性③引っ込み思案の三因子から構成されている子ども

の日常生活で、観察しうる行動から考えられた項目に

対し、各日標スキルの獲得の程度を五件法によって評

定するものである。

二つ目は普段の行動を振り返るアンケート (hyper-

QU)の中にある、質間項日に対し、各項目の当てはま

る度合いを五件法によって評定するものである。

これら、二つの子ども自身で行うアセスメントの他

に、教師が子どもの行動を観察し、子どもにどの程度

目標スキルが身に付いているのか評定することを行っ

てしヽ<。

これらの子どもの評価と教師の評価や客観的な第三

者（学級担任）の評価から子どもに必要な標的スキルの

選定を行った。 【資料 1】にこの標的スキル選定まで

の流れを示した。

教師の評価

ソーシャルスキル尺度 屯

標的スキルの決定
ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ～ヽ

【資料 l アセスメント～標的スキル決定まで】

子どもの自己評価や、教師の行動観察による評価、

また第三者（学級担任）からの評価の三つの視点からの

評価をふまえ、子どもに身に付けさせたい標的スキル

を「褒めるスキル」 「観察するスキル」 「聞くスキ

ル」 「話すスキル」 「アサーティブに自己表現するス

キル」に決定し、一時間の学級活動の授業や、帰りの

会、教科の授業と関連付けて SSTを行った。以下にそ

の手立てについて示す。

(2) ほめる SST (褒める・観察する）

実践 1の内容として、毎日学級の級友を観察し相手

の良いところを見つけ、記録用紙に記録し、帰りの会

で相手に伝えるという活動を行った。実践11では一週

間の中で級友を観察し、良いところを記録用紙に記入

し、金曜日の帰りの会で相手に伝える活動を行った。

「ほめる SST」は実践 I・IIの両方で行い、継続的に

取り組ませ、般化できるように実践を行った。

(3) 話し合いの SST (話す・聞く）

実践 lでは司会者を中心とした話し合いの場を設定

し、話し合いを学級活動の授業で行った。その後で教

科の授業の中で話し合いの場を設定し、 SSの般化がで

きるように活動に取り組ませた。

実践11では、国語の単元「係の活動について考えよ

う」を主軸とし、教科の授業での話し合いの場を活用

し学級活動の授業で「話し合いの SST」を行った。

(4) AT  (アサーティブな自己表現をする）

実践 Iでは、 ATを学級活動の授業の中で行ってい

く。二時間に活動を分け、一時間日には「三つの話し

合い」と題し、①アサーティブな自己表現、②非主張

的な自己表現、③攻撃的な自己表現を教示し、モデリ

ングを行い、子どもにアサーティブな自己表現につい

て理解させた。二時間目には、学級活動の授業でアサ

ーティブな自己表現を考え、ロールプレイを繰り返し

行った。

実践11では、 「ほめる SST」の中でアサーティブな

自己表現をすることができるようにATを行った。

3 検証項目について

本研究の検証項目は、実習 I・IIにおけるそれぞれ

の手立てに応じて設定する。
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IV 教師力向上実習 I

対象：名古屋市公立小学校第3学年 25名

期間：平成 30年 5月7日,,----..,5月 1日

単元：学級活動五時間＋理科五時間＋帰りの会

1 実践の内容

本実践の内容は、特別活動の授業の中で標的スキル

について SSTを行い、 SSについて、 SSTを通して学習

するという内容である。

本研究では、この SSTを学級活動だけでなく、教科

の授菓内（理科）や帰りの会などでも実践し、四つの手

立てにもとづく四つの学習活動を設定する。

これらの学習活動の単元計画を【資料2】に示す。

2 単元計画

【資料2 教師力向上実習 Iの単元構想】
指導計画

学習内容 時数 教科 手立て

IハッピーさんになろうI
・級友のよいところを見つけ、お互いに

1 
学級

① 
褒め合う活動を行い、 SSTの方法を理解 活動

する。

I帰りの会でハッピーになろうI
学級

・級友のよいところを見つけ、お互いに 毎日 ① 

褒め合う活動を行う。
活動

|「話し合い名人」になろう!I 
学級

・ 「話し合いの二つのコツ」を意識して 1 
活動

② 

グループでの話し合いを行う。

同会者になって話し合いを進めようI
・グループごとに役割に分かれて話し合

1 
学級

② 
いを行い、そのあとで、学級全体で話し 活動

合いを行う。

I三つの話し方|

・友だちの誘いを断る場面を想定し、ニ
1 

学級
③ 

つの話し方についてロールプレイを通し 活動

て学習する。

lt'iきはきさんになろう!I 
・アサーティブな自己表現について理解

1 
学級

③ 
し、ロールプレイを通してアサーティブ 活動

な自己表現を学習する。

Iチョウの育ち方l
．蛹の相違点について、ワークシートの

1 理科 ④ 
観点（色・形・大きさ）について話し合

い、考えをまとめる。

3 教師力向上実習 Iの単元構想図

実習 lにおける単元構想図を【資料3】に示す。

【本研究で目指す子どもの姿】
人と良好に関わることのできる子ども

T
 

①

Ss 

て
る

立
め

手
ほ

実
習
ー

手立て②
話し合いのSST 手立て④

教科（理科）

で行うSST

【資料3 実習口の研究構想図】

このような内容の手立てを単元内で行い、目指す子

どもの姿を育てる。以下にその手立ての内容について

示す。

4 手立て

手立て① 毎H行うほめる SST(銀察・褒める）

ねらい：ほめる SSTを毎日行うことで、ほめる SS

を身に付ける。

「ほめる SST」で子どもに身に付けさせたい標的ス

キルは以下の口点である。

相手の良い所を観察する。（観察）

相手に見つけた良いところを伝える。（褒める）

単元「ハッピーさんになろう」の授業で行った SST

の活動を一日の中で、毎H行い、 「ほめる SST」を継

続的に取り組む活動を行う。

この活動から、ほめる SSを身に付け、相手を褒め

ることができる子どもの姿を期待する。

手立て② 話し合いの SST(話す・聞く）

ねらい：話し合いの SSTを通して、話し合いの SSを

身に付ける。 「話し合いの SST」で子どもに身に付け

させたい標的スキルは以下の三点である。

相手の目を見て話す。（話す）

相手の日を見て話を聞く。（聞く）

相手に聞こえる声で話す。（話す）

単元「話し合い名人になろう」では、標的スキルを

話し合いの「三つのコツ」と題し、子どもたちに教示

し、話し合いのコツを生かすことができている場面を

教師がロールプレイで見本を見せ、理解を深めた。そ

の後で、グループで意見を出し合う話し合いを行える

場を設定し、話し合いを繰り返し行わせ、 SSTを行っ

た。

単元「司会者になって話し合いを進めよう」では、

前時に行った「話し合い名人になろう」で理解した。

「話し合いの□つのコツ」を意識して話し合いができ

るように SSTを行った。

教示は前時の内容を復習する形で行い、モデリング

は話し合いの場を教師が役割に分かれてロールプレイ

を行い、話し合う方法について理解させた。その後、

グループで「室内で楽しめる遊びや、過ごし方」につ

いて話し合わせた。そして最後に学級委員を中心とし

た学級での話し合いを行わせる SSTを行った。

この活動を通して、話し合いの SSを身に付け、話

し合いに積極的に参加することのできる子どもの姿を

期待する。

手立て③ AT(アサーティブな自己表現）

ねらい： ATを通して、アサーティブな自己表現を

することができる。 「AT」で子どもに身に付けさせ

たい標的スキルは以下の一点である。

自分と相手を考えて自己表現する。

（アサーティブな自己表現をする）

単元「三つの話し方」の中で、①アサーティブな自
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己表現、②非主張的な自己表現、③攻撃的な自己表現

を教示し、子どもたちに名前を考えさせ、理解を深め

た。次に、 □つの自己表現を行っている場面を教師の

ロールプレイを通してモデリングし、三つの自己表現

について学習させた。

単元「はきはきさんになろう」では、アサーティブ

な自己表現を子どもたちは、 「はきはきさん」と名前

を付けて理解したことから、 「はきはきさん」のよう

な自己表現ができるように、子ども同士でペアを組ま

せ、 □つの話し方を、言う立場と、言われる立場に分

かれて繰り返しATを行った。

この活動を通して、アサーティブな自己表現ができ

るような子どもの姿を期待する。

手立て④ 話し合いの SSTの般化（理科）

ねらい：モンシロチョウは蛹になってから成虫にな

ることを観察し、記録することができる「話し合いの

SSTの般化（理科）」で、子どもに身に付けさせたい標

的スキルは以下の三点である。

相手の目を見て話す。（話す）

相手の日を見て話を聞く。（聞く）

相手に聞こえる声で話す。（話す）

単元「チョウの育ち方」では、モンシロチョウの卵

から成虫になるまで育て観察する活動を行う。この活

動の中で、蛹になり、成虫になるまでを観察し、蛹の

変化の様子を記録する活動を行った。このときにどの

ような変化があったか話し合いを行わせ、 SSの般化を

促す場面を設定し SSについて自己評価を行わせた。

この活動から教科の授業の中で、 SSTを行い、 SSを

身に付け、人と良好に関わることのできる子どもの姿

を期待する。

5 検証項目について

実習 Iにおいては、次の四点を検証項目として設定

する。事前、事後に行ったアンケートシート、自己標

的尺度の比較、学習プリントにおける子どもの自己評

価と教師の客観的評価の分析、授業中や生活場面での

子どもの具体的な発言や子どもの姿から、実習 Iで行

った四つの手立てが、 「人と良好に関わる」ために有

効であったか検証する。

(1) 検証項目 1 ほめる SST

ほめる SSを身に付けさせる上で、ほめる SST【手立

て①】が有効であったか、事前と事後に行った子ども

のアンケートシートの結果を分析する。また、学習プ

リントの記述内容の分析や、子どもの具体的な発言や

姿からも検証を行う。

(2) 検証項目 2 話し合いの SST

話し合いの SSを身に付けさせる上で、話し合いの

SST【手立て②】が有効であったか、事前と事後に行

ったアンケートシートの結果を判断する。また、授業

中の子どもの具体的な発言や、姿からも検証を行う。

(3) 検証項目 3 AT  

アサーティブな自己表現ができるようにするために

A T【手立て③】が有効であったか、学習プリントへ

の記述内容を分析する。合わせて子どもの具体的な発

言や姿からも検証する。

(4) 検証項目 4 教科の中で行う SST

話し合いの SSを般化するために、教科の中で行う

SST【手立て④】が有効であったか、子どもの具体的

な発言や姿から検証する。

6 実践、の結果と考察

(1) 検証項目 1 ほめる SST

【実践の結果】

0子どもの自己評定尺度から

実践の前後で、子どもに自己評定尺度を用いた自己

評価を行わせた。その質間項目の中で、 「ほめる SS」

に関連のある質間で、以下の質間項目の回答結果を比

較し、子ども自身の考えの変容から検証を行う。
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【資料4 子どもの自己評定尺度の調査結果】

0学習プリントの子どもの記述内容の分析から

単元「ハッピーさんになろう」の学級活動の一時間

の授業と、毎日行った「帰りの会でハッピーさんにな

ろう」の活動の中で、ほめる SSTを行い、ほめる SS

を身に付ける学習を行った。活動の前に「ほめポイン

ト」と題し「相手の良いところ」を学習プリントに記

述させた。その記述内容を「具体的に褒めることがで

きているか」に着目し三点に分類した。

A 相手の良いところをみつけ、具体的に褒めている

記述内容である。… 11名

A さんは、給食の時、いっぱい食べるね。減らさ

ないですごいね。

B
 

【資料5 分類Aの子どもの記述内容】

相手の良いところを見つけ、記述できている。

・・・ 1 2名

IBさんは、掃除を頑張っているね。

c
 

【資料6 分類Bの子どもの記述内容】

相手の良いところを記述することができない。

・・・ 1名

leさんは、いつも…

【資料7 分類Cの子どもの記述内容】

0子どもの具体的な発言や姿から
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休み時間の中で、 「ハッピーさん見つけなきゃ」と

相手を観察しようとする姿が見られた。 SSTを行う中

では、笑顔に楽しそうに活動に取り組む姿も見られた。

他にも、以下のような発言があった。

一生懸命友だちのことを見ていたけれど、良い

所を見つけられなかったから書けない。

【資料8 子どもの発言】

【検証項目 1 ほめる SSTの考察】

子どもの自己評定尺度の結果を比較すると、 「すこ

しちがう」と回答した子どもが実践前に一人いたが、

実践後には0人となり、 「少しそうだと思う」が一人

増えている。ここから、褒めることができると考える

子どもを微量であるが増えた。

学習プリントの記述でA・Bに分類された、 24名の

子どもが相手を観察し、良いところを見つけることが

できた。また、帰りの会でお互いに褒め合う活動に対

して恥ずかしさは感じながらも、笑顔で楽しく活動に

取り組む子どもの姿を見ることができたため、手立て

①は有効であったと考える。お互いに観察し、褒め合

うことで、普段とは違った関わり合いを通して、良好

に関わることができたと考える。分類Cの子どもにつ

いては、相手の学習プリントの感想欄に褒めてもらっ

た感謝の言葉が書かれていることから、記録すること

を忘れ、記述する時間が無かったものと考える。

しかし、資料7の子どもの発言から、一日の中で、

相手を観察し、良いところを記録して伝えるという活

動を行うことが、子どもにとって負担となっていたこ

とが分かった。また、実際に活動を行えたのが、四日

間であった。子どもの負担にならない活動内容を設定

する必要があると考える。

(2) 検証項目 2 話し合いの SST

【実践の結果】

〇子どものアンケート結果から。

実践の前後で、 SSに関するアンケートを行った。こ

のアンケートの質間項目の中で「話し合いの SS」に関

係する以下の三点の質間項日を比較し、子ども自身の

考えの変容から検証を行う。
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【資料9 子どもの自己評定尺度の調査結果】

0子どもの具体的な発言や姿から

実践中に子ども同士で意見を出し合い、普段発言し

ない子どもも積極的に話し合いに参加する姿が見られ

た。また、実践以外の休み時間の中で、級友と遊び、

話し合いの場で意見決定する場などで、発言していな

い人に質間を行う子どもの姿が見られた。

【検証項目 2 話し合いのSSTの考察】

子どものアンケート結果を見ると、話すことに関す

る項目「聞こえる声で話す」に関して「そうだと思う」

と考える子どもを維持することができた。また、 「少

しそうだと思う」と考える子ども数も増えている。こ

こから、聞こえる声で話すことに関して自信をもって

取り組むことができると考える。

もう一つの話すことに関する項目、 「人と同じくら

い話せる」では、学級のほとんどの子どもが「どちら

でもない」から「そうだと思う」と回答している。し

かし、実践前に比べ、二名の子どもが「ちがう」と回

答をしていた。この要因として、実践中に話し合いを

行う中で自分の考えをもつことができず、話し合いに

参加することができていなかったことや、話し合いの

題材が子どもにとって必然性のないものであったこと

が考えられる。ここから、活動時間の確保の改善や、

段階的な授業構成が必要であると考える。

聞くことに関する質間項目「友だちの話を最後まで

聞くことができる。」では、実践後には、学級の 23名

の子どもが「できる」と回答をしている。間くことに

関しては、手立て②は有効であったと考える。

以上の結果から、聞くことに関して手立て②が有効

であったと言えるが、話すことに関しては、同じくら

い話せるように、子どもが自分の考えを形成すること

ができるような指導のエ夫や、子どもにとって話し合

いたいと思える必然性のある題材で話し合いを行わせ

るなどの改善が必要である。

(3) 検証項目 3 AT  

【実践の結果】

0学習プリントヘの記述内容から。

単元「はきはきさんになろう」の中で、友達からの

誘いを断る場面を設定し、 ATを行った。実践後に思

ったことや分かったことについて学習プリントに記述

させた。その記述内容について、 「アサーティブな自

己表現を同じ場面で行おうとしているか」に着目して

A、B、Cの三点に分類した。

A アサーティブな自己表現を理解し、 これからも
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取り組んでいこうという意欲がみられる。…14名

いつもはきはきさんのように言いたいことをちゃん

と伝えて、友だちのことも考えたいです。

はきはきさんへのなり方が分かったから、今度から

は、はきはきさんになれるのかなと思った。

【資料 10 分類Aの子どもの記述内容】

B アサーティブな自己表現を理解している。

・・・5名

自分のことを伝えたり、友だちのことを考えたり

することで、はきはきさんみたいになれる。

【資料 11 分類Bの子どもの記述内容】

c 活動の感想を記述している。… 5名

はきはきさんになれて嬉しい。

【資料 12 分類Cの子どもの記述内容】

0子どもの具体的な発言や姿から

実践の中で、友だちの誘いを断る場面でのアサーテ

ィブな自己表現を行う時の子どもたちは、笑顔で活動

に取り組んでいた。教師のロールプレイを見て、 「自

分でもやってみたい」など活動に取り組もうとする子

どもの発言も見られた。

【検証項目 3 ATの考察】

子どもの学習プリントヘの記述内容の分析から、 19

名の子どもがアサーティブな自己表現について理解し

ていると記述を行っていることが分かった。残りの 5

名についても、 「アサーティブな自己表現で断るセリ

フ」について記述する中では、アサーティブな回答を

記述することができていた。ここから、手立て③のA

Tは妥当であったと考える。感想だけを記入した原因

として、質間の方法が「思ったことやわかったこと」

について記述させるような質間内容だったことが考え

られる。

以上のことから質間内容の工夫を行うことや、記述

させる前に、記述例などを伝えるといった工夫を行う

必要であった。

(4) 検証項目 4 教科で行う話し合いの SST

【実践の結果】

0子どもの具体的な発言や姿から

教科の授業の中で、話し合いの場を設定し SSTを行

った。その中では、話し合いの SSを意識して取り組

む子どもの姿が見られた。しかし、時間が経過するに

つれて、 SSのことを忘れ、他ごとをしてしまう子ども

の姿も見られた。

【検証項目 4 教科で行う話し合いの SSTの考察】

教科の授業の中でSSTを取り入れて般化を行うため

には、 SSTの目標と教科の授業の目標とが混同してし

まい、子どもも活動の日的がどのようなものか分から

ずに活動に取り組んでしまうことが分かり、ねらいを

明確にし、活動に取り組ませる工夫が必要であると考

える。

教科の授業の中で SSTを取り入れるには、活動時間

の確保が難しいことが分かった。活動時間に余裕をも

って取り組めるような工夫が必要である。

7 教師力向上実習 Iを終えて

実習 Iを終えて、 「ほめる SST」は本研究で日指す

子ども像に近づく手立てとして有効であると考える。

評価の根拠として、実践後も「ハッピーさんをやりた

い」という声が多くあがったことや、普段の生活の中

で良いところを見つけた時に「ハッピーさんだね」と

言って褒め合う姿がみられ、良好に関わり合う姿が見

られたことが挙げられる。しかし、話し合いの SSTに

関しては有効であったとは考えにくい。授業中も答え

が分かっていても発言できないことや、遊びの中で話

し合おうとする時に、 「もういい」と言って関わり合

いを放棄してしまう姿が見られたからである。このよ

うな子どもの実態から、教師力向上実習IIでは、褒め

るSSTは有効であるため、継続的に行い、話し合いの

SSTを教科と関連づけて重点的に取り組んでいく。ま

た、 ATに関しては、ほめる SSTの中で、褒められた

ときに自己表現をすることができるように褒める SST

の中で同時に継続的に取り組んでいく。

v 教師力向上実習II

対象：名古屋市公立小学校第3学年 26名

期間：平成30年9月25日,--...,10月 19日

単元：国語科「「係の活動について考えよう」

1 実践の内容

本実践の内容としては、実践 Iの成果と課題から、

標的スキルを「ほめる SS」 「話し合いの SS」と設定

した。

「係の活動について考えよう」という国語科の単元

において実践を行った。この単元は、係での活動で、

司会者・記録係・提案者、という三つの役割に分かれ

た。そこで議題について話し合い、意見をまとめる活

動を通して、役割に分かれた話し合いの方法を学習す

る内容である。本研究で行う SST」と関連させ、 SSを

学ばせることで、積極的に話し合いに参加することが

できると考える。

また、教科の授業の話し合いの場を録両し、活動前

に、客観的に自分たちの話し合いを観察させ、自己課

題を考えさせてから「話し合いの SST」に取り組ませ

ることで、切実感をもって SSTに取り組む姿を期待す

る。

その他にも、 「ほめる SST」を実習 lの課題を生か

し、一週間という期間を設けて毎週行う。

これらの二つの手立てに基づく二つの学習活動の単

元構想を資料 11に示す。



－278－

2
 

単元計画

【資料 13 教師力向上実習11の単元構想】
指導計画

学習内容 時数 教科 手立て

|―洞間で行う「ほめるSST」|
学級

・一週間で相手の良いところを見つけ金 毎洞 ① 

曜日に「ほめるSST」を行う。
活動

悴習の見通しをもぐ

・各係の活動について話し合って決めた 1 国語

ことを発表する見通しをもつ。

犀し合いの進め対

・役割を決めて互いの共通点や相違点を
2 国語

考えながら話し合うことで、話題に沿っ

た話し合いができると学習する。

同会や提案、記録の役害rJ

・司会・提案・記録の役割について学習 2 国語

する。

犀し合叶
1 国語 ② 

．係ごとに話し合いを行う。

犀し合いのss~
学級

• 前時の話し合いの活動から自己課題を 1 ② 

決定し、 SSTに取り組む。
活動

悴級での報告とまと刈

・話し合ってまとめた意見を学級で発表 1 国語

数する。

3 教師力向上実習11の研究構想図

単元構想図の手立ての内容を資料 14に示す。

【本研究で目指す子どもの姿】

人と良好に関わることのできる子ども
'''''''"'''  

手立て①
ぽめる
SST 

, .............. ! 
-遍間で行うSST
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

［実習 Iの課題］
・活動時間の短縮・継続的に子どもを観察する方法・無瑠のない活動内容

手立て②
話し合いの

SST 

【資料 14 教師力向上実習 1Iの単元構想図】

4 手立て

手立て① 一週間で行う「ほめる SST」

ねらい：これまで身に付けた「ほめる SS」を生か

し、毎週相手を褒めることができる。実習 Iの課題と

して、継続して活動に取り組むことが難しいというこ

とが挙げられる。この課題解決に向けて、観察期間を

一週間設け、金曜日の帰りの会で褒める活動を行い、

「ほめる SST」に取り組ませた。また、記録用紙を教

室に掲示し、学級で共有できるよう環境を設定した。

この活動を通して、学級全体で個に興味をもって関わ

り合うことができる姿を期待する。以下「一避間で行

うSST」の構想図を資料 15に示す。
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手立て② 教科の授業を軸とした話し合いの SST

ねらい：話し合いの場を観察し、自己課題をもって

SSTに取り組み、自分に必要な SSを身に付ける。

第6時の話し合いの場を録画し、その映像を子ども

たちに客観的に観察させる。観察させる中で、 SSを生

かしている場面とそうでない場面を見せ、子どもに自

分で意識する話し合いの SSを考えさせる。その SSを

意識させて話し合いに取り組ませた。ここから、必然

性をもって SSTに取り組み、 SSを身に付けようと活動

に取り組む子どもの姿を期待する。 【資料 14】に教科

の授業を軸とした話し合いの SSTの構想図を示す。

： 

【資料 16 教科の授業を軸とした話し合いの SSTの構想図】

5 検証項目について

実習IIにおいては、次の三点を検証項目として設定

する。実習前後に行ったアンケートシートによる調査

結果、学習プリントヘの子どもの記述の分析、授業中

の子どもの具体的な発言、姿から、二つの手立てが有

効であったか検証を行う。

(1) 検証項目 1 「ほめる SST」

ほめる SSを般化していくのに【手立て①】一週間

で行う「ほめる SST」が有効であったかについて、学

習プリントヘの記述内容の分析と、子どもの具体的な

発言、姿から検証を行う。

(2) 検証項目 2 「話し合いの SST」

話し合いの SSを身につけるために、 【手立て②】

教科の授業を軸とした話し合いの SSTが有効であった

か、アンケートシートの調査結果の変容と授業中の子

どもの具体的な発言、姿から検証を行う。

5 実践の結果と考察

(1) 検証項目 1 「ほめる SST」

【実践の結果】

0学習プリントヘの記述内容から。

SSTを行う中で、相手の良いところを記録用紙に記

述させた。この記述内容を「具体的に褒めることがで

きているか」に着日しA、B、Cの口点に分類した。

A 相手の良いところを見つけ、具体的に褒めている

記述内容である。…22名

学芸会の練習中に大きな声でセリフを言えるよう

に頑張っていて素敵だったよ。

【資料 15

B
 

【資料 17 分類Aの子どもの記述内容】

相手の良いところを見つけ、記述できている。

・・・2名
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いつも元気だね。

【資料 18 分類Bの子どもの記述内容】

c 相手の良いところを記述することができない。

・・・ 1名

0子どもの具体的な発言、姿から

SSTに取り組んでいる時の子どもは笑顔で楽しそう

であった。また、褒め合う相手を毎回変えて取り組ん

だことで、今まで関わりが深くなかった友だちと関わ

り合うきっかけとなり、良好に関わる姿が見られた。

一方で観察することに対し疑間を抱きこのような発

言を行う子どももいた。

いつも相手のことをジロジロ見てないので、良い

ところはわかりません。

口;、:・,,,

n=2 6 

I. 

I. 

•lfi• .... 

・18・. 

・・~~111*1

. ・.・.・rn澪淡UIIHIIL這
（人）

【資料 19 子どもの発言】

(2) 検証項目 1 一週間で行うほめる SSTの考察

実践の結果から、実習 Iの課題をふまえ、一週間と

いう期間を設定し観察させたことで、記述内容がAの

分類に入る子どもが 22名と増えたことから、具体的に

相手を褒めることができたと考える。 Cの分類に当て

はまる子どもに関しては、実習IIからの実践への参加

となり、実践 Iでの基本的な活動に参加していなかっ

たことから活動に取り組むことが難しかったと考える。

しかし、全体的に具体的に相手を褒めることができ、

活動中も楽しく笑顔で関わることができたことから、

【手立て①】は有効であったと考える。

(3) 検証項目 2 教科の授業を軸とした話し合いの

SST 

【実践の結果】

0アンケートシートの調査結果から

アンケートの質間項日の中で「話し合いの SS」に関

係する以下の三点の質間項日の調査結果を比較し、子

ども自身の考えの変容から検証を行う。
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【資糾20 子どもの自己評定尺度の調査結果】

0学習プリントヘのSSに関する自己評価とビデオの

記録による行動観察から。

学級活動で行う話し合いの SSTを行う中で、国語で

行った話し合いを記録した映像をもとに、自分が意識

して身に付けたい SSについて「自分が話し合いで気

をつけたいこと」と題し、学習プリントに記述させ、

SSTの後で意識することができたか自己評価を行わせ

た。合わせて、話し合いの SSTに取り組む子どもの姿

を記録した映像を観察し、教師の客観的な視点で評価

を行った。これら二つの評価から、 「身に付けたい SS

を意識して活動に取り組むことができているか」に着

目視し、 A、B、Cの二点に分類した。

A 自分で考えた意識する SSを意識して活動に取り

組めている子ども。…13名

話している人を見て、頷いたりしたいです。

姿勢を良くしたいです。

【資料21 A分類の子どもの記述内容】

B 自分で意識する SSについて記述できているが、

行動に現れていない子ども..8名

I間こえるように大きな声で話す。

【資料 22 B分類の子どもの記述内容】

c 記述ができていない… 2名

【検証項目 2 教科の授業を軸とした話し合いの

SSTの考察】

実践の結果から、アンケート結果を見ると、 「そう

だと思う」と答えた子ども数は 12人以上と学級の半

数近くが効果を実感した。しかし「すこし違う」 「ち

がう」といった評価を実践後に行う子どもも数名見ら

れた。この要因としては、自己評定が厳しい子どもが

「話し合いの SST」の中で、 SSを意識することができ

なかったと自己評価していたことが考えられる。話し

合いの映像を見た教師の客観的評価では、 「少しでき

ている」に当てはまる評価であった。このように評価

に差が出る場合は、個別に支援を行い、自己肯定感の

向上を計ることが必要であったと考える。

学習プリントの記述内容からはA分類の子どもは、

自己評定についても教師と同じ評価結果であった。し

かし、 B分類の子どもに関しては、子どもの自己評定

では、 「できた」と評価していても、教師の映像によ

る客観的な評価を行うと「できていない」という評価

となった子どもである。これらから、子どもの自己評
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価が妥当性のあるものであるとは考え難いことが分か

った。また、 C分類の子どもに関しても、授業に取り

組もうという意欲をもたせるための手立てが必要であ

ったと考える。

話し合いの SSTにおいて、自分たちの話し合いの場

を観察することで、身に付けたい SSについて考える

ことができたことから、教科での活動と関連させて、

映像資料を活用したことは、有効であったと考える。

VI 研究のまとめ

1 研究の成果と課題

(1) 成果

実習 I・IIを通して SSTを行った。ほめる SSTでは

恥ずかしながらも笑顔で活動に取り組む姿がみられた

ことや、活動時間外でも、相手の良いところを見つけ

て褒めている姿を観察することができたことから、手

立てとして有効であったと考える。

実践前の話し合い SSTでは、自分の意見を曲げず、

人の意見を聞かない子どもがいた。しかし、話し合い

のSSTを行い、二つの意見に分かれたときに、お互い

の意見を取り入れる方法を提案する姿が見られた。話

し合いの SSTの中でアサーティブな自己表現を行う方

法を身に付けていくことができると分かった。教師が

意図していなくても子ども同士で関わる場において、

自分自身で SSを身に付けることが可能だと考える。

(2) 課題

手立て① ほめる SST

本実践では、 「相手に褒められる」という場を設定

し、活動に取り組ませたことで活動時間中に良好な関

係を築くことができたと考える。しかし、活動時間外

の中で、相手が嫌な思いになる言葉遣いや、関わり方

をしてしまう子どもの姿も見られた。ここから、活動

時間外でも意識して取り組むことができるような指導

の工夫が必要であったと考える。

手立て② 話し合いの SST

なぜ、話し合いの SSTを身に付けることが必要であ

るかについて子どもたちが理解できておらず、言われ

たから意識して活動に取り組む姿を育ててしまった。

ここから私は、 SSを身に付けることで人と良好に関わ

ることができる場面をロールプレイで見せ、実際に SS

を生かしている場合と、いない場合を子どもに実演さ

せることで実感をもてるようにすることができるので

はないかと考える。

手立て③ AT  

ATを「断る場面」のみで行ってしまったことによ

り、三つの自己表現のうち、アサーティブな自己表現

が正しいという間違った認知をさせた恐れがある。

様々な場面でATを行い、場面にあった自己表現を

選択することで、正しい自己表現について学習するこ

とができると考える。

VN おわりに

本研究では、 SSTでSSを学び身に付け、人とより良

好に関わろうとするか研究を行った。結果として「ほ

める SST」で身に付けた SSを生かし、関わり合うこと

で互いに笑顔になる姿が見られた。また、話し合いの

SSTで身に付けた SSを生かして、全員が話し合いに参

加し、互いの意見や思いについて気づき、話し合いに

主体的に取り組む姿が見られた。 ATでは、アサーテ

ィブな自己表現を身に付けることで、アサーティブな

意見を伝える子どもの姿が見られた。

ここから私は、 SSを身に付けることで「人とより良

好な関係を築こうとする」ことが分かった。

本研究結の成果と課題を生かし、 SSTを学級活動や

教科の授業で取り入れていき、人と良好な関係を築こ

うとする子どもを育てていきたい。
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•平木典子「アサーショントレーニングー〈さわやか

な自己表現〉のために」（金子書房 1993)

• 藤枝静暁・相川充「教育心理学研究， 2001,49,371-
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年）
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【付記】

本研究を行うにあたり、連携協力校での一年半にわたるサポーター活

動や教師力向上実習 I・IIを、名古屋市公立小学校では教師力向上実習

II1をさせていただきました。実習中はご多忙の中、たくさんのご指導・

ご助言をいただき、大変勉強になりました。

最後になりましたが、修了報告書の作成においてご指導を頂いた伊藤

幹夫先生、実習コーディネーターとしてご指導を頂いた山内雅夫先生を

はじめお世話になった全ての先生方に心から感謝巾し上げます。誠にあ

りがとうございました。
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